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■人体には、自身の細胞の10倍にも及ぶ最近細胞が存在する。
これらの微生物が私たちの健康に有用な役割を果たしていること
がわかってきた。 

■私たちの体が作ることのできない有益な化合物の遺伝子を持
つ細菌や過剰な免疫反応を抑える細菌などだ 

■このような「マイクロバイオーム」を構成する全細菌遺伝子の詳
しいカタログを作ることが、コンピューターと遺伝子配列解読技術
の進歩によって可能になってきている。 

■残念なことに、人間の生活の変化（とりわけ抗生物質の使用）
によって有益な微生物が消えてしまう、その結果、自己免疫疾患
や肥満が増加している可能性がある。 
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■地球上の多種多様な細菌のうち、ヒトの細菌叢をな
すものは限られたものに集中、最近の持つ有用な遺伝
子機能が選択・活用されてきた。 

■同じ衣食住環境や血縁関係であっても、細菌叢の
パターンはきわめて多様で、一卵性双生児の間でも違
いが認められる。 

■腸内細菌など腸管の細菌叢の乱れが、免疫機構を
通じて全身の病気や健康と関係しているとの見方が有
力になっている。 



■人間の胃腸にすみついている細菌やウイルスは、神
経系と相互作用しうる化合物を作りだしている。それが
不安やストレスに対する私たちの反応に影響している
ようだ。 

■いつくかのタイプの心理的抑うつ状態を治療するの
にプロバイオティック補助食品などの微生物療法が有
効らしいことが、初期段階の臨床試験によって示唆さ
れている。 

■いずれは、患者の腸内細菌叢を調べて評価すること
で精神疾患の治療法を調整できるようになるかもしれ
ない。 
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EMは乳酸菌、酵母、光合成細菌を主体とし、 
安全で有用な微生物を共生させた多目的微生物資材です。 

*有機JAS適合・A飼料 

新しいフォルダー/EMforum2011/forum_whatisem.mov


有害菌 

良好な環境化における微生物相 

日和見菌 

環境が回復のベクトルへ向かう 

有用菌の増大 

EMの使用による微生物相の改善 



ＥＭ研究機構発行 「暮らしに役立つＥＭの手引き」より抜粋 









名護市 我那覇畜産 



南城市 EM玉城牧場牛乳 

ＥＭアイスクリーム 



土砂運搬船で110ｔの
EM活性液を投入。 
2年間の累計投入量は、
2600tを超える。 

これまで15万個 
以上のEM団子を
投入 

大阪市道頓堀川 

EM活性液 

河川浄化でのEM活用 



道頓堀の浄化活動で、
ヘドロが減少し、結果的
に河口域の淀川では、
シジミの漁獲高が過去
20年の平均の6.9倍まで
上昇し、豊作が続いて
いる 汚泥が半減 



東京都中央区・千代田区 「日本橋川浄化作戦」 



茨城県取手市 「緑の会」 

ＥＭで生ゴミの資源化 



沖縄県うるま市中央図書館 

浄化槽でのＥＭ活用事例（中水利用） 

17年間汚泥の引き抜きやモーター 
交換をおこなっていない。 



「行政やボランティア団体と協働した 
 ＥＭプール清掃の事例」（全国で１６００校以上） 

沖縄県 島根県大田市市営プール 

岩手県一関市 埼玉県北本市 


